
新岡山県環境基本計画（改訂版）　本文修正（案）

該当
頁

原文 修正案 変更理由・担当課

【基本目標１　地域から取り組む地球環境の保全】

主要施策：省エネ住宅・省エネ型機器等の普及拡大

重点プログラム：省エネ住宅の普及拡大

省エネ対策（性能）の度合いなどを
評価し表示する住宅性能表示制度
の認知度の向上を図り、省エネル
ギーに配慮した住宅づくりを普及啓
発していきます。

省エネ対策（性能）の度合いなどを評
価し表示する住宅性能表示制度の認
知度の向上を図るとともに、住宅の断
熱性能の向上を促進するなど、省エ
ネルギーに配慮した住宅の普及に取
り組みます。

平成２6年度重点事業
として窓断熱を推進す
るので、関係部分を修
正する。
《地球温暖化対策室》

【基本目標１　地域から取り組む地球環境の保全】

主要施策：省エネ住宅・省エネ型機器等の普及拡大

重点プログラム：省エネ型機器等の普及拡大

　「エコパートナーシップおかやま」
や「アースキーパーメンバーシップ」
会員等を通じて、高効率給湯器の導
入や照明器具のＬＥＤ化、冷蔵庫、
エアコン等の買い換え時の省エネ型
機器の積極的な選択を促すととも
に、ＨＥＭＳ等を活用した家庭の消
費電力の「見える化」を推進し、家庭
におけるエネルギー消費量の削減を
図ります。

　「エコパートナーシップおかやま」や
「アースキーパーメンバーシップ」会員
等を通じて、太陽熱利用システムや高
効率給湯器の導入、照明器具のＬＥ
Ｄ化、冷蔵庫、エアコン等の買い換え
時の省エネ型機器の積極的な選択を
促すとともに、ＨＥＭＳ等を活用した家
庭の消費電力の「見える化」を推進
し、家庭におけるエネルギー消費量
の削減を図ります。

平成２6年度重点事業
として太陽熱利用を推
進するので、関係部分
を修正する。
《地球温暖化対策室》

【基本目標２　循環型社会の形成】

主要施策：岡山エコタウンの推進

重点プログラム：岡山エコタウンを生かした環境学習の推進
　地域ぐるみの先導的リサイクルモデ
ルの見学等を通じて循環型社会形
成について学習する機会を提供する
ため、岡山エコタウン関係事業者で
ある倉敷水島地区協議会が行う見学
受入事業や啓発パンフレット、ＤＶＤ
の作成等を支援します。

　地域ぐるみの先導的リサイクルモデ
ルの見学等を通じて循環型社会形成
について学習する機会の提供を支援
します。

平成２５年度末で県の
補助事業終了のため、
関係部分を削除。
（環境学習エコツアー
の対象施設としては継
続）
《循環型社会推進課》
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該当
頁

原文 修正案 変更理由・担当課

【基本目標３　安全な生活環境の確保】

主要施策：大気汚染防止対策の実施
　ばい煙発生施設等の設置状況を
確認するとともに、排ガス処理施設の
適正な維持管理指導を行います。特
に、夏期を中心として５か月間を大
気汚染防止夏期対策期間として、光
化学オキシダント汚染の未然防止に
重点を置いた総合的な対策を実施し
ます。

　ばい煙発生施設等の設置状況を確
認するとともに、排ガス処理施設の適
正な維持管理指導を行います。特
に、夏期を中心として５か月間を大気
汚染防止夏期対策期間として、光化
学オキシダント汚染の未然防止に重
点を置いた総合的な対策を実施しま
す。また、微小粒子状物質（PM2.5）に
ついて、発生源対策を行うため成分
分析等の調査研究を進めるとともに、
高濃度時に注意喚起を行うほか、関
係情報の収集及び提供に努めます。

策定時にPM2.5に関
する記述がなかったた
め追記。
《環境管理課》

【基本目標４　自然と共生した社会の形成】

主要施策：水とみどりに恵まれた環境の保全とみどりの創出

重点プログラム：公益的機能を高めるための森づくりの推進
森林の持つ公益的機能を高めるた
め、人工林においては、間伐を推進
するとともに、人工林として適切な育
成が見込めないところや、生産性の
向上を図ることが困難なところは、広
葉樹林、針広混交林への誘導、林
道の整備等により、多様で豊かな森
林を育成します。

森林の持つ公益的機能を高めるた
め、人工林においては、間伐を推進
するとともに、人工林として適切な育
成が見込めないところや、生産性の向
上を図ることが困難なところは、広葉
樹林、針広混交林への誘導、林道の
整備等により、多様で豊かな森林を育
成します。あわせて、少花粉スギ等へ
の植え替えにも取り組みます。

「生き活きプラン」に併
せて記述を追加。

６　快適な生活環境保
全プログラム
スギ花粉の飛散の低
減に向けた取組の推
進
《治山課》
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